



 (Lectures on the Duties and Qualifications of a 































































































































































































































































































































































































































































































































































１　底本は、The Works of the late John Gregory, M. D. 4 Volumes (1788年). 中のVolume 3: Lectures on the 
Duties and Qualifications of a Physician (1770年, pp.117-172.)である。本文確認のために、次の文献も参照し
た。Laurence B. McCullough (ed.),  John Gregory’s Writings on Medical Ethics and Philosophy of Medicine, 




２　Francis Bacon(1561-1626)、Robert Boyle(1627-1691)、Isaac Newton(1642-1727)。
３　＊の付いた原注は、＊を付けた上で、文中に組み入れた。
４　この箇所は、底本ではなく、McCulloughのテキストに従う。底本では、and that, in cases, similar the same 
events…となっているが、本来similarの前にあるコンマはその後に来るべきものと判断される。従ってここ
はマッカロウの本文に従い、and that , in cases similar, the same events…と読む。
５　Thomas Reid (1710-1796)はジョン・グレゴリーの年上の従兄で、いわゆるコモンセンスの哲学の創始者であ
る。彼は、1764年、ここで言及されている著作、すなわち、Inquiry into the Human Mind on the Principles 
of Common Senseを出版している。
６　1623年に出版されたFrancis BaconのDe Dignitate & Augmentis Scientarum Libri IX.のこと。この本は1605
年に出版されたベーコンの英語による哲学的主著である『学問の進歩』（正確な本のタイトルは、Of the 











Philinusの跡を継いだ。以上、Simon Hornblower and Anthony Spawforth ed., The Classical Dictionary, 3rd 
ed. Oxford University Press, 1996.を参照。
11　Aesclapiusは、アポロンとニンフCoronisの息子。彼の医学に関する偉大なる知識の故に彼は死後神格化され





















Shorter Oxford English Dictionary (6th edition,2007) では、「関節部及び接合組織における炎症と苦痛が顕著
な特徴である疾患で、リューマチ性の発熱、関節炎、痛風を含む」と説明されている。
15　dogmaticalという語は、本文の以下の説明からも窺われるように（そしてまたジョンソンの辞書からも分か
るように）、独断的とか権威主義的とも当然訳すことができる。
